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3.1 処方篭としての正準変換摂動理論 ‥ ..‥ .
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5 将来への展望 - ｢変わること｣の根幹を問う-
5.1 部分と全体 一分子の社会学-


























2慣例的には鞍点でのヘシアン行列 諾 箸 (V(q),qlはポテンシャルエネルギーと座榛)の固有値のうち､負の固
有値を伴う固有ベクトルを零とする配位空間上の多次元面ないしは単に鞍点近傍の領域を指す場合が多い｡















































































7 ｢saddle(もしくは鞍点)｣と臥 断らない限り､ここでは任意のqiに肘する勾配 等禁 が零で･ヘシアン行列






































































































































布している (と予想される)ことによる (しばしば ｢小さな分母の問題｣と呼ばれている)｡すな







































を (通常) リー 変換と呼ぶ｡あらゆるすべてのハミルトン系の時間発展がある時刻から別の時刻












































































































































応座標をql / q-1､および非反応性座標をq2,q3,.-,q12 / q-2,q-3,･.･,q-12と表記する｡ここで､
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McGraw-Hil.邦訳に絶対反応速度論 (上 ･下)長谷川繁夫､平井西夫､後藤春雄訳 (吉岡
書店､1964)
[2]H.A.Kramers,Physica7(1940)284.
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